
 

２０２３年１月３１日 

 

「第 3２回 佐賀銀行文化財団新人賞」の決定について 

 

一般財団法人 佐賀銀行文化財団（理事長 坂井 秀明）は、「第３２回 佐賀銀行文化財団新人賞」を 

下記の２名の方に贈呈することに決定いたしました。 

受賞者、内容等は下記のとおりです。 

 

 

                                  

記 

 

 

 

１．受賞者  ：   興
こ う

 梠
ろき

  宜
よ し

 伸
のぶ

 様   ４１歳    陶 芸 

              藤
ふじ

 松
まつ

  亜
あ

 季
き

 様   ３５歳    オーボエ奏者（クラシック） 

 

（五十音順） 

 

２．内 容  ：   正 賞   表彰盾 

副 賞    賞金１００万円 

 

 

３．贈呈式  ：   日 時  ２０２３年２月３日（金）午後１時１５分 

              場 所  佐賀銀行本店８階大会議室 

 

 

以 上 

 

《本件に関するお問い合わせ先》 

一般財団法人 佐賀銀行文化財団（佐賀銀行本店内） 

担当：志佐･田中 

TEL 0952(25)1620 

https://www.sagabank.co.jp 

THE BANK OF SAGA 

NEWS RELEASE 

 



別添資料 

  

興梠
こ う ろ き

 宜
よ し

伸
の ぶ

  様 

  年齢：41歳  出身：宮崎県高千穂町  現在：武雄市在住  

  ジャンル：陶芸家 

 

１．経歴 

1981年    宮崎県高千穂町生まれ 

1997年    宮崎県高千穂高校入学 

2000年    佐賀大学文化教育学部美術・工芸課程入学 

2004年    佐賀県立有田窯業大学校 専門課程に入学 

2005年    佐賀県立有田工業高等学校セラミック科で常勤講師として勤務 

2012年    佐賀県教職員新規採用 

現 在        佐賀県立有田工業高等学校セラミック科で教諭として勤務 

 

２．主な受賞歴 

■日展 入選 4回 

■改組 新 日展 入選 9回 ※2020年より日展会友 

■第 28回現代工芸美術九州会展 「青木龍山賞」大賞受賞 

■日本現代工芸美術展 「現代工芸賞」「現代工芸本会員賞」受賞 

■佐賀県展 「佐賀銀行文化財団賞」「佐賀県芸術文化協会賞」「佐賀新聞社賞」 

「佐賀県造形教育研究会賞」「多久市長賞」受賞  

■佐賀美術協会展 「鍋島報効会賞」「会友優秀賞」「会員優秀賞」受賞 

■第 113回有田国際陶磁展 「佐賀新聞社賞」受賞 

■第 43回朝日陶芸展  入選 

■ながさき陶磁展 「審査員特別賞」受賞 

 

2007年  1月  高千穂町にて帰郷三人展 「土と木の創造」開催 

2019年  8月  釜山にて日韓交流展 「 2019 in BUSAN -NOW＆HERE 」に出品 

2020年  4月  佐賀市 旧枝梅酒造にて三人展 「soil」開催 

2020年 11月  オンラインにて日韓中交流展 「 2020 in BUSAN –Axim mundi 」に出品 

2021年  1月  佐賀県立図書館 「図書館アートラボ 五感で楽しむ図書館」 に出品  

 

３．推薦理由 

 素材がもつ可塑性を活かしながら、ダイナミックで力強い造形作品を作り出しています。現代工芸展、日展を中心

に作品を発表し、入選・受賞を重ねており、作品の力には定評があります。2020年4月1日付で日展会友となり、

さらに充実した作陶が期待されます。「地の章」と銘打ったシリーズ制作は、土がもつ強い素材感と形状で存在感を

はなっています。作品のイメージは、大地のエネルギー、自然の息吹、貝殻や流木などです。その表現力は陶芸界以

外からも評価されており、画家や彫刻家との協同展示も盛んに行っています。 

現在は武雄市に居住し、有田の佐賀県立有田工業高等学校での教師として、生徒を教育しつつも自身の作

品づくりも精力的に行っており、今後更なる活躍が期待され、佐賀銀行文化財団新人賞に十分値するところです。 

 

 



別添資料  

 

４．興梠 宜伸 様 

 

    

                 （制作風景） 

 

 

 

  

      

 

 

                                

                                     

  

         

  

 

 

2021 年 

地の章～Vessel of Earth・XII～ 

第 71回佐賀県美術展覧会  

佐賀銀行文化財団賞作品 

2022 年  大地のツノ 

地の章～Horn of the Earth～ 

第 72回佐賀県美術展覧会  

佐賀銀行文化財団賞作品 



別添資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

         

                          

       

 

 

 

 

2018 年  

地の章～Vessel of Earth・09～ 

第 57回日本現代工芸展 

現代工芸本会員賞作品 

2016 年 

地の章～Vessel of Earth・II～         

113回有田国際陶磁展 

佐賀新聞社賞作品 

 

2014 年 

地の章～砂紋扁壺’14～ 

第 28回現代工芸美術九州会展  

大賞「青木龍山賞」作品 



別添資料 

  藤松
ふ じ ま つ

 亜季
あ き

  様 

  年齢：35歳  出身：佐賀市 現在：佐賀市在住  

  ジャンル：クラシック（オーボエ奏者） 

 

１．経歴 

1987年   佐賀市に生まれる 

2006年   佐賀北高校芸術コース音楽科卒業 

2010年   東京音楽大学器楽科オーボエ専攻卒業 

         現在、龍谷高等学校非常勤講師   

 

２．主な受賞及び活動歴 

■第５回   大阪国際音楽コンクール第３位 

■第１５回 クラシック音楽コンクール第４位 

■第４１回 佐賀県音楽協会新人賞（２０２２年３月） 

 

2013年 5月 第３７回佐賀市民吹奏楽団定期演奏会でベッリーニ作曲 オーボエ協奏曲を協演 

2014年 7月 佐賀バッハプレイヤーズ演奏会でバッハ作曲イタリア協奏曲（オーボエ協奏曲）を協演 

2015年 12月 アルモニア管弦楽団コンサートでベッリーニ作曲 オーボエ協奏曲を協演 

2017年 4月 させぼ de クラシックに木管５重奏のメンバーとして出演 

2019年 11月 第 7回佐賀市民芸術祭フレッシュアーティストセレクションに出演 

2020年 12月 藤松亜季オーボエミニコンサート開催 

2021年 11月 第 9回佐賀市民芸術祭クラシックセレクション出演 

2021年 11月 第 1回オーボエリサイタル開催（浪漫座） 

2022年 11月 第 2回オーボエリサイタル開催（浪漫座）            

演奏団体  佐賀市民吹奏楽団  オーボエ奏者 

アルモニア管弦楽団  オーボエ奏者 
 

３．推薦理由 

ここ数年、新型コロナの影響で音楽活動、特に演奏会を開く、演奏会を聴きに行くという活動が低調で、演奏会 

を開いたり出演したりという機会が少ない状況が続いています。 

音楽家にとって逆境の状況が続いていた中、２０２１年にソロリサイタルを開くなど意欲的な活動が注目され、 

２０２１年度の佐賀県音楽協会新人賞を受賞しています。 

藤松氏は県下では数少ないオーボエ奏者として、学校やイベントでの演奏、小さなコンサートからの依頼演奏、自

らのリサイタルなどソリストとして活動すると同時に、オーケストラや吹奏楽団の団員プレーヤーとして定期演奏会やコン

クールなどにも出演しています。オーケストラや吹奏楽団、室内合奏団をバックにした協奏曲の演奏では好評を博して

おり、ソロリサイタルは２０２１年、２０２２年と２年続けて開催しています。現在龍谷高校の非常勤講師として

後進の指導にも力を注いでいます。 

コロナ禍で演奏活動が制限されている状況下にあっても、ソロリサイタルをはじめ、オーケストラや吹奏楽団での演

奏、室内楽での演奏など積極的に演奏の機会をつくり、地道に研鑽を積み重ねている姿勢は、オーボエ奏者として、

今後の活躍が期待され、佐賀銀行文化財団新人賞に十分値するところです。 

 

 



別添資料  

４．藤松 亜季 様  

 

  

 

 

 

           

 

第 9回佐賀市民芸術祭          

クラシックセレクション 

第 1回オーボエソロリサイタル 

（浪漫座） 

第 2回オーボエソロリサイタル 

（浪漫座） 

第 7回佐賀市民芸術祭                      

フレッシュアーティストセレクション 


